
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。 
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
※文章と図等を組み合わせながら作成することも可能です。各項目の枠の上下幅は変更可能です。 
※いずれの場合も、必ずＡ３片面１枚におさまるように作成してください。ファイルサイズは５MB以下としてください。 

※事務局記入欄 

№ 164 

【様式２】 

エントリー学校名：愛知県西尾市立佐久島しおさい学校 

活動名： 
主タイトル（12文字以内） 資質・能力の育成に向けて 
副タイトル（16文字以内） カリキュラムマネジメント・モデル 

解決すべき課題： 
①義務教育学校として前期課程 1年生から後期課程 3年生までの育てたい資質・能力の共通理解。 
②育てたい資質・能力を育成するためのカリキュラム開発（教科等横断的なカリキュラム作り）。 
③資質・能力を育成するための ICT を活用した授業実践・成果の分析（Zoom を使った授業づくり）。 
④資質・能力を育成するための各教科等での授業を実践する力を全職員が身につける。 

目標・方針：  
①目標 子どもの実態から考えた資質・能力の育成に向けて、カリキュラム      
マネジメント・モデルを活用した研修計画、実施、評価、改善を行い、授   
業改善へとつなげていく。 

②方法 研究や研修をカリキュラムマネジメント・モデルで位置づけを示し  
ながら、全職員全員が共通理解のもと子どもの成長へと関わることを意  
識させる。 

図１ カリキュラムマネジメントハンドブック 株式会社ぎょうせい 田村知子 

活動内容： 
①育てたい資質・能力を明確化し、発達段階に合わせた具体的な目標設定を行った（ベンチマーク）。 
②資質・能力の育成を目標としたカリキュラム開発ワークショップ研修の実施（カリキュラム開発WS）。 
③職員の課題意識を大切にした ICT活用研修、授業の実施、成果の分析（Zoom活用研修）。 
④資質・能力を育成するための指導案づくり、指導案検討、成果の分析。 

活動の成果： 
①各教員が学年の子どもの実態から発達段階に合わせた具体的な目標設定を行い、共通理解を行った。 
②生活科・総合的な学習の時間と各学年の行事等を軸にしながら、各教科の内容やスキルの重なりを意識し
た資質・能力を育てるカリキュラム開発研修を全員参加で行い、カリキュラム実施への見通しをもった。 

③Zoom を体験し、先生方から課題や改善策を聞きながら、授業構想、実施、評価、分析を行った。 
④育てたい 4 つの資質・能力を指導案に記入する項目を設けたり、授業検討会でも、個々の資質・能力を育
成することについて重点的に話したりすることで、全職員が同じ意識をもって授業に取り組むことができた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
①ボトムアップで資質・能力の明確化、ベンチマークを作成することで、自分たちの目標という意識をもつ。 
②資質・能力を育てるために行事・活動等と教科等を関連させたカリキュラムを開発する力をつける。 
③資質・能力を育てるためのＩＣＴを活用した授業であることを、カリキュラムマネジメント・モデルで分析し、学
習活動、学級経営等との関連・関係について伝えていく（カリキュラムマネジメントの枠組みをもつ）。 

④4 つの資質・能力を育てるための授業づくりを体験し、その学びの振り返りなどを研究部通信等で共有。 

①‐1研究主題、目指す子どもの姿、資質・能力    ①‐2 ベンチマーク(発達段階に合わせた目標設定) 

②カリキュラム開発ワークショップの成果物 

③資質・能力を育てるための ICT活用 

 
④‐1資質・能力を育てるための指導案検討の様子を 

研究部通信で伝える 
 
 
 
 
 
 
 
④‐2 成果（指導案づくり・授業の振り返り） 
・見通しをもって、指導案作り、指導案検討に取り組むこと  
ができた。 
・研究部通信で解説などしてくれたことで、授業づくりのポイン   
トや資質・能力を育てる価値を感じることができた。  




